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　学
芸
員

　秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
七
回

立
地
：
美
土
里
町
と
吉
田
町
の
町
境
の
周
囲
と
隔
絶
し
た
高
い
山
上
に
あ
り
ま
す
。西
側
山
麓
に
瀬

木
峠（
県
道
）、東
側
山
麓
に
大
峠（
林
道
）が
通
っ
て
い
ま
す
が
、非
常
に
深
い
山
奥
で
あ
り
、

多
治
比
か
ら
も
横
田
か
ら
も
山
全
体
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、大
峠
を
隔
て
て
1.5

㎞
東
に
は
、こ
こ
よ
り
50
ｍ
標
高
の
高
い
山
に
風
越
山
城
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
：
城
跡
自
体
が
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、由
来
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
元
に
伝
わ
る
名

称
も「
タ
ヌ
ケ
」か「
タ
ヌ
キ
」か
不
明
で
す
。ち
な
み
に
天
文
９（
１
５
４
０
）年
、郡
山
合
戦
時

に
尼
子
軍
が
ま
ず「
多
治
比
」に
着
陣
し
た
こ
と
が
元
就
の
記
録
に
あ
り
ま
す
。尼
子
本
陣
は

風
越
山
と
あ
る
の
で
風
越
山
を
中
心
に
多
治
比
一
帯
に
尼
子
軍
が
布
陣
し
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
辺
り
に
尼
子
軍
の
拠
点
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

城
跡
：
中
央
東
側
が
伐
採
に
よ
る
倒
木
で
地
表
面
の
形
状
が
不
明
瞭
で
す
が
、南
側
の
遺
構
が
良
く

残
り
ま
す
。頂
上
部
に
長
く
伸
び
る
郭
Ａ
が
中
心
で
す
が
、郭
が
連
な
る
通
常
の
山
城
と
は
異

な
り
、郭
よ
り
も
堀
切
、竪
堀
、横
堀
が
複
雑
に
多
数
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
２
重
の
横
堀

と
連
続
竪
堀
が
揃
う
の
は
市
内
で
は
唯
一
で
、緊
迫
し
て
い
た
状
況
が
伺
え
ま
す
。

考
察
：
横
堀
を
多
用
し
た
特
殊
な
構
造
や
立
地
な
ど
が
風
越
山
城
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、尼

子
軍
の
陣
城
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。と
す
る
と
、こ
の
発
見
で
郡
山
合
戦
や
当
時
の
城
の
見

方
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

編
集
後
記

　
異
動
に
よ
り
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
別
れ
と
出
会
い
が
共

存
す
る
こ
の
時
期
、
前
職
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
方
が
求
め
る
行
政
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
（
久
光
）

　
今
年
度
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
前
任
者
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ぎ

つ
つ
、
自
分
た
ち
ら
し
さ
も
取
り
入
れ

た
広
報
紙
作
成
に
精
進
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
森
山
）

　
異
動
に
よ
り
広
報
担
当
か
ら
新
た
な

職
場
へ…

。
こ
の
仕
事
に
愛
着
を
感
じ

始
め
た
だ
け
に
残
念
で
す
が
、
良
い
経

験
と
沢
山
の
繋
が
り
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
や
り
残
し
た
事
は
あ
っ
て

も
、
自
分
の
目
標
だ
っ
た
〝
誰
か
の
為

に
働
く
〞
は
や
り
遂
げ
る
事
が
で
き
た

の
で
気
持
ち
は
晴
々
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
、
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い

た
全
て
の
方
々
に
、
深
く
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
〝
こ
れ
か

ら
の
広
報
〞
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
）

今
月
の
表
紙
▼

▽
三
月
末
で
退
職
し
た
前
担
当
者
の
田

村
さ
ん
に
最
後
の
仕
事
と
し
て
依
頼
し

た
の
が
、
広
報
の
表
紙
に
出
て
も
ら
う

こ
と
で
し
た
。
素
顔
で
は
嫌
で
す
と
断

ら
れ
た
の
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
と
も
に
〝
あ
る
役
〞
で
登
場
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
元
ネ
タ
は
〝
捕
ら
わ
れ

た
宇
宙
人
〞
の
パ
ロ
デ
ィ
で
す
。
▽
写

真
合
成
で
挫
け
そ
う
に
な
っ
た
時
、
新

担
当
の
森
山
さ
ん
に
、
田
村
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
二
人
と
、
無
理
を
聞
い
て
く

れ
た
シ
ン
セ
イ
ア
ー
ト
（
株
）
の
社
員

の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

タ
ヌ
ケ
ヶ
城

た

け

ぬ

が

じ
ょ
う

《
美
土
里
町
横
田
》

昨
年
度
一
旦
終
了
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、皆

様
か
ら
の
ご
要
望
も
あ
り
、も
う
少
し
続
編
を
執
筆

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。毎
月
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。今
回
は
、地
元
の
方
の

案
内
で
初
め
て
確
認
し
た
新
発
見
の
城
で
す
。

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
５
０
９
ｍ
、比
高
／
１
７
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城
主
／
不
明

所
要
時
間
／
西
麓
か
ら
徒
歩
約
30
分

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

横堀と土塁（北側より撮影）

タヌケヶ城略測図（作図　秋本哲治）

周辺位置図 タヌケヶ城遠望（南側／多治比より撮影）
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安
芸
高
田
市
で
咲
き
誇
れ

〜
第
２
期 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
〜

宮
みやぎし

岸　章
あきら

（40 歳）
木の駅プロジェクト事業担当

部署　産業振興部　農林水産課
安芸高田市のまちの印象
　今も進めているバイオマスに関わる仕事のご縁で、「木の駅プロジェクト」に
参加することとなりました。入隊前より知っていた方を中心に多くの人々に温か
く迎えていただき、至れり尽くせりの毎日に感謝しております。
好きなテレビドラマ
　大河ドラマ「真田丸」。後半では、安芸高田市ゆかりの毛利家との接点がでて
くるのではと、ストーリを心待ちにしています。
今後の目標や意気込みを一言
　「志あるところに道はあり」。まずは地元の方々と酒を交わしながら、夢（志）
を語り合いたいです。

渡
わたべ

部　太
たろう

郎（49 歳）
資源循環と農産物の高付加価
値化推進事業担当

田
たなか

中　賢
けん

（23 歳）
移住・交流定住促進事業担当

部署　産業振興部　地域営農課
安芸高田市のまちの印象
　緑。山と森に囲まれた緑豊かな町という印象があります。祖母の出生地でもあ
り、少しずつ見て回りたいと思っています。
趣味・特技
　音楽鑑賞（ライブ）、読書、散歩、ダイビング、空を観ること。
今後の目標や意気込みを一言
　いろいろな方々との出会いを通じ、安芸高田市のことをもっと知りたいです。
その上で何が必要か、地域の資源を活用していければと考えています。地域の方
の縁の下の力持ちとなれるよう頑張ります。目指せ、竹仙人！

部署　企画振興部　政策企画課
安芸高田市のまちの印象
　交通面・生活面において予想以上に便利なので、越してきたばかりの私はホッ
としています。地域でお会いした方は、皆さん温かい方ばかりで想像以上に嬉し
く感じています。
学生時代の思い出
　学生時代は芸術学部で金属彫刻を学んでいたので、毎日自分の作品と向き合う
日々でした。
今後の目標や意気込みを一言
　実際の地域の状況と自分のアイデアとのかみ合いに試行錯誤している状況で
す。まずは、地域のみなさんとコミュニケーションをとる中で協働していきたい
と思っております。

2広報あきたかた／ 2016.5

市長
　コラム

ワイド版

第 回

子
育
て
支
援
の
課
題
と
効
果

　戦
後
、
出
生
数
が
急
増
し
た
頃
、
日
本
は

貧
困
や
感
染
症
な
ど
で
、
家
庭
で
の
子
育
て

が
困
難
な
時
代
に
な
り
、
救
済
措
置
と
し
て

保
育
所
・
乳
幼
児
園
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　高
度
成
長
期
に
は
、
女
性
の
労
働
力
需
要

が
増
大
し
、
保
育
所
・
乳
幼
児
園
の
必
要
性

が
高
ま
り
ま
し
た
。
低
成
長
期
時
代
の
現
在

で
も
、
住
宅
・
教
育
費
等
の
負
担
増
に
よ
り
、

共
働
き
が
多
く
、
家
庭
で
の
保
育
時
間
が
短

く
な
り
、
保
育
所
・
乳
幼
児
園
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　子
育
て
に
は
、「
親
が
子
供
を
育
て
る
」「
子

供
た
ち
自
身
で
育
て
合
う
」「
親
自
身
が
子
供

に
育
て
ら
れ
る
」と
い
う
三
つ
の
側
面
が
あ

り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、
子
供
た
ち
自

身
で
育
て
合
い
、
親
自
身
が
子
供
に
育
て
ら

れ
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
事
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、「
子
供
を
育
て
る
こ

と
を
通
し
て
、
子
供
も
育
ち
親
も
育
つ
、

親
同
士
が
結
び
つ
い
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
豊
か
に
し
て
ゆ
く
」こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　以
前
は
地
縁
・
血
縁
に
支
え
ら
れ
た
伝
統

的
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
お
り
、

地
域
の
文
化
や
伝
統
芸
能
の
担
い
手
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
、
生
活
の
個

人
化
が
進
み
、
働
く
人
々
の
姿
が
地
域
で
見

え
な
く
な
り
、
い
ま
や
家
庭
そ
の
も
の
ま
で

空
洞
化
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
地
域
の
中
に
若
者
の
姿
が
見
え
ず
、

独
り
で
楽
し
め
る
娯
楽
の
普
及
に
よ
り
、
子

供
同
士
の
遊
び
も
成
り
立
た
な
い
状
況
が
あ

り
、
地
域
で
集
ま
っ
て
遊
ぶ
子
供
の
集
団
を

見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　子
供
の
集
団
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

相
互
の
安
全
を
守
り
合
い
、
互
い
に
学
び
合

い
、
育
ち
合
い
、
鍛
え
合
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
要
素
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
を
家
庭
だ
け
の
問

題
と
せ
ず
、地
域
と
の
関
わ
り
に
目
を
向
け
、

子
供
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
の
多
様
性
（
仲

間
関
係
・
異
年
齢
集
団
・
若
者
青
年
・
家
族
）、

地
域
活
動
（
町
内
会
・
年
中
行
事
）、
地
域

文
化
の
継
承
（
伝
統
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー

ツ
・
体
験
活
動
）、
専
門
家
に
よ
る
支
援
（
医

師
・
保
健
師
・
教
師
・
行
政
職
員
）等
の
地

域
の〝
子
育
て
力
〞を
活
用
す
る
事
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
は
、
子
供
と
若
者
世
代
と
の
関

わ
り
は
子
供
達
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
親

に
と
っ
て
も
若
者
の
姿
に
育
ち
ゆ
く
我
が
子

の
明
日
の
姿
が
見
え
、
子
育
て
の
指
針
と
な

り
ま
す
。
成
長
過
程
の
若
者
は
完
成
さ
れ
た

大
人
と
は
異
な
り
、
子
供
達
の
生
き
た
手
本

と
し
て
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
に
は
、
子
供
・
若
者
・
大
人
・

高
齢
者
を
つ
な
ぐ
人
と
人
と
の
新
し
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
つ

な
が
り
・
さ
さ
え
あ
い
」の
創
造
こ
そ
が
地

域
力
復
活
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　安
芸
高
田
市
で
は
、
子
育
て
支
援
を
人
口

減
対
策
・
若
者
定
住
に
不
可
欠
な
課
題
と
し

て
捉
え
、
三
人
目
の
子
供
か
ら
保
育
料
を
無

料
と
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
市
町
に
先
駆

け
て
保
育
料
の
無
料
化
に
向
け
た
検
討
を
す

る
事
と
し
て
い
ま
す
。
財
政
、
保
育
士
の
確

保
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
保
育

体
制
を
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
、
子
供
の
一
時
預
り
事
業
等
、
行
政
は

基
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
総
合
力
を
結
集
し

て
、
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

93

つながる。が

元
就
と
安
芸
高
田

　
ど
う
も
〜
！
地
域
お
こ
し
協

力
隊
観
光
振
興
担
当
の
中
溝
で

す
。
安
芸
高
田
市
に
来
て
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
さ
て
さ
て
、

今
回
は
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
た

ら
よ
い
の
や
ら
…
。前
回
僕
は
、

安
芸
高
田
市
に
、
宝
の
原
石
が

沢
山
あ
る
こ
と
を
お
話
し
ま
し

た
。

　
絢け

ん

爛ら
ん

豪ご
う

華か

で
躍
動
感
に
満
ち

た
神
楽
が
代
表
例
で
す
。

　
で
す
が
、
僕
が
今
着
目
し
て

い
る
の
は
、「
毛
利
元
就
」で
す
。

な
ぜ
元
就
か
と
い
い
ま
す
と
、

戦
国
最
強
の
知
将
と
称
さ
れ
る

元
就
が
、
一
生
涯
、
安
芸
高
田

市
に
住
み
続
け
た
と
い
う
事
実

は
、
ほ
か
の
地
域
で
絶
対
真
似

で
き
な
い
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

素
材
、宝
の
原
石
だ
か
ら
で
す
。

　
手
始
め
に
僕
は
、
吉
田
史
跡

ガ
イ
ド
協
会
に
入
り
ま
し
た
。

郡
山
城
に
来
た
お
客
様
を
元
就

ワ
ー
ル
ド
に
い
ざ
な
う
最
前
線

に
立
つ
た
め
で
す
。

　
ガ
イ
ド
を
し
て
、
確
信
し
た

の
で
す
が
、
き
っ
か
け
さ
え
あ

れ
ば
、
毛
利
元
就
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
、
感
じ
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
、
か
な
り

の
数
で
潜
在
的
に
存
在
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か

ら
、毛
利
元
就
と
い
う
〝
素
材
〞

を
し
っ
か
り
と
磨
き
込
む
こ
と

で
、
神
楽
に
匹
敵
す
る
地
域
の

宝
が
、
で
き
あ
が
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
外
に
向
け
て
の
元
就
を
Ｐ
Ｒ

し
つ
つ
、
今
年
は
、
安
芸
高
田

市
に
住
ん
で
い
る
方
に
も
、
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
活

動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
全
体
が
遊
び
場
に
な

る
よ
う
な
企
画
も
任
期
中
に
し

た
い
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

管
理
と
編
集
長
も
実
は
や
っ
て

い
ま
す
。
日
々
の
隊
員
の
活
動

や
安
芸
高
田
市
の
魅
力
を
再
発

見
で
き
る
ペ
ー
ジ
作
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も

ぜ
ひ
ご
贔ひ
い

屓き

に
し
て
く
だ
さ
い
。

OMMUNITY-
EACTIVATING
OOPERATOR SQUAD

C
R
C

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.9
中溝国久さん（産業振興部商工観光課）

毛利元就公墓所の前で
観光ガイドをする中溝隊員
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高
齢
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
っ
て
な
ん
じ
ゃ
？

ふ
む
ふ
む
…

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

生
ま
れ
の
わ
し
は
今
年
65
歳

に
な
る
か
ら
対
象
に
な
る
な
。

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
人
へ

　
事
情
に
よ
り
、
基
準
日
（
平
成
27
年
1

月
1
日
）
時
点
で
安
芸
高
田
市
に
住
民
票

を
移
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
人
で
も
給

付
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
給
付
金
を
か
た
っ
た
「
電
話
ｄ
ｅ
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
注
意
！

　
国
や
市
役
所
職
員
が
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
依
頼
し
た
り
、
手
数
料
等
の
振
り

込
み
を
依
頼
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、

迷
わ
ず
市
役
所
や
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た

は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
電
話
】

　
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口
（
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
）
☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

運
営
時
間
は
、
９
：
00
〜
18
：
00

　
　
　（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

【
市
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
】

　
社
会
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用

　
　
　
　
　
　
☎
42
‐
５
６
２
６

　
お
太
助
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　
☎
42
‐
５
６
１
５

社会福祉課臨時福祉給付金専用 ☎４２－５６２６　お太助フォン ☎４２－５６１５

低所得の高齢者向け給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）に関するお知らせ

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩

恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少

な
い
高
齢
者
を
支
援
し
、
個

人
消
費
の
下
支
え
を
行
う
た

め
に
支
給
す
る
給
付
金
で
す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に

65
歳
以
上
と
な
る
人
。

　
市
で
は
、
４
月
28
日
に
給
付
対
象

者
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

●
申
請
受
付
期
間

　
5
月
２
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の

3
か
月
間
で
す
。（
８
月
２
日
消
印

有
効
）

●
申
請
方
法

　
申
請
書
を
対
象
世
帯
の
代
表
者
に

郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し

た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
付
し
返
送
用
封
筒
で
返

送
く
だ
さ
い
。
本
庁
・
各
支
所
に
直

接
持
参
さ
れ
て
も
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

支給対象者、支給額などは
下の枠線で囲った中に書い
てありますよ♡

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

こ
ん
な
時

ど
う
す
る
？

～
申
請
の
流
れ
～

4
月
28
日
に
申
請
書
の
郵
送申請書を封入する窓開き封筒。

色はうす緑色です。

申
請
書
に
記
入

申
請
書
を
提
出

給
付
金
の
受
取

支
給
要
件
を
満
た
し
た
方
は
、
申
請

書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
入
金
し

ま
す
。

提
出
方
法
に
つ
い
て
は

上
記
の
「
●
申
請
方
法
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
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障害がある人もない人も　わがまちで・ともに・じぶんらしく
「輝いて暮らす安芸高田」をめざして

社会福祉課　☎４２－５６１５

　
安
芸
高
田
市
は
、
平
成
27
年
3
月
に

「
第
2
次
安
芸
高
田
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」

お
よ
び
「
安
芸
高
田
市
障
害
福
祉
計
画

（
第
4
期
）」
を
策
定
し
、
計
画
の
基
本

理
念
で
も
あ
る
「
わ
が
ま
ち
で
・
と
も

に
・
じ
ぶ
ん
ら
し
く
『
輝
い
て
暮
ら
す

安
芸
高
田
』」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
広
報
あ
き
た
か
た
4
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
平
成
28
年
4
月
か
ら

は
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差

別
を
な
く
す
こ
と
は
、
障
害
が
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が

る
こ
と
で
す
。
障
害
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〜安芸高田市職員対応
マニュアルを策定しました〜

　障害のある方に対し、障害を理
由に権利利益を侵害することにな
らないよう、安芸高田市の職員が、
障害の特性や多様性を理解し、適
切に対応していくための対応要領
を策定しました。
　もしも、職員が障害を理由とす
る差別的な対応をした場合には、
相談窓口を福祉保健部社会福祉課
に設置していますので、ご相談く
ださい。
　いただいたご相談は、相談者の
プライバシーなど配慮し、早期の
解決に努め、今後の相談体制の充
実を図っていきます。
　障害のある人もない人も、とも
に気持ちよく来庁していただける
市役所を目指していきます。

まずは障害について知ってください。
私たちは、日々生活する中で、いつ病気
になったり、事故や災害にあったりする
かわかりません。障害は誰にでも生じ得
るものです。

総務課　☎４２－５６１１

障害と言っても、種類や程度は様々で、
同じ障害であってもその症状は、人そ
れぞれ違っています。
なかには、外見からではわからない障
害もあります。そのため、周りの理解
が得られず、苦しんでおられる方もい
ます。

障害のある方が、社会のしくみ（人々の偏見、建物や制度など）の
問題により、持っている能力が十分に発揮できないことは、社会に
とって大きな損失です。
差別をなくすことは、こうした社会的障壁（社会のかべ）をなくす
ことでもあります。

障害者にとって社会的障
しょうへき

壁とは…

●物やことがら ― たとえば、早口で分かりにくく、あいまいな案内や説明、段差、
　　　　　　　　  手話通訳のない講演。
●制　度 ― たとえば、障害があることで就職・資格などが制限される。
●習　慣 ― たとえば、障害のある人が結婚式や葬式に呼ばれない、子ども扱い
　　　　　  される。
●考え方 ― たとえば、障害のある人は施設や病院で暮らしたほうが幸せだ、障
　　　　　  害のある人は結婚や子育てができない。

改正障害者基本法の第 2 条で説明されている社会的障壁（社会のかべ）とは、社
会にある、障害のある人を暮らしにくく、生きにくくするもの全部で、次のよう
なものです。

障害について知り、社会的障壁（社会のかべ）をなくすことが
障害のある人もない人も　共に生きる社会につながります。
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安芸高田市・北広島町・三原市の広域観光に関する協定
「三矢の訓協定」調印式を行いました

商工観光課　☎４７－４０２４

平成２８年度軽自動車税の減免申請

税務課　☎４２－５６１４

平成２８年４月１０日執行
安芸高田市長選挙の結果

総務課　☎４２－５６１１

感謝状を贈呈しました

選挙管理委員会　☎４２－１１３６

広島広域都市圏 24市町による
「連携中枢都市圏制度」の取り組みが始まる

政策企画課　☎４２－５６１２

●
内
藤
亨　

様
へ
贈
呈

　
「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
制
度
」
に
よ
り
、
市
へ
多
額
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
内
な
い
と
う
り
ょ
う

藤
亨　

様
（
向
原
町

出
身
）
へ
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
歴
史
と

文
化
の
香
り
高
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
」、「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の

会
関
東
支
部
活
動
支
援
」、「
ひ
ろ
し
ま

安
芸
高
田
神
楽
東
京
公
演
事
業
」
に
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
安
芸
大
谷
製
作
所
様
へ
贈
呈

　

株
式
会
社
安
芸
大
谷
製
作
所
様
の
教

育
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

●
三
市
町
が
観
光
振
興
に
よ
る
連
携
を

　

強
化

　

３
月
29
日
、
広
島
県
庁
に
お
い
て
、

知
事
立
会
の
も
と
、
三
市
町
の
首
長
が

「
三
矢
の
訓
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
毛
利
氏
関
連
史
跡
等
の

観
光
資
源
を
有
す
る
関
係
三
市
町
に
よ

る
広
域
観
光
行
政
推
進
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
広
島
県
を
含
め
協
議
を
行
い
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、こ
の
「
三
矢
の
訓
協
定
」
は
、

毛
利
家
、
吉
川
家
、
小
早
川
家
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
三
市
町
が

連
携
し
、
相
互
に
交
流
、
そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
資
源
を
活
用
し
た
共
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
等
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
県
内
を
は
じ
め
、
県
外
か
ら
の
誘

客
促
進
を
図
る
な
ど
、
広
域
観
光
に
関

す
る
取
組
み
の
円
滑
な
実
施
を
可
能
に

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
今
後
三
市
町
が
連
携
し
て
行
う
事
業

一
．
周
遊
促
進
の
た
め
の
冊
子
作
成

二
．
ガ
イ
ド
研
修
（
三
市
町
ガ
イ
ド
団

　
　

体
の
相
互
交
流
）

三
．
お
土
産
品
の
開
発

四
．
ツ
ア
ー
の
造
成

五
．
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
広
島
広
域
都
市
圏
で
新
た
な
連
携
に

　

取
り
組
み
ま
す

　

広
島
市
と
経
済
面
や
生
活
面
で
深
く

結
び
付
い
て
い
る
県
内
外
（
広
島
県
・

山
口
県
）
23
の
近
隣
市
町
で
構
成
す
る

広
島
広
域
都
市
圏
で
は
、
強
固
な
信
頼

関
係
を
構
築
し
、
地
域
の
資
源
を
共
有

し
生
か
す
と
と
も
に
、「
連
携
中
枢
都

市
圏
制
度
」
を
活
用
し
た
施
策
展
開
を

図
る
こ
と
で
、
圏
域
経
済
の
活
性
化
と

圏
域
内
人
口
２
０
０
万
人
超
を
目
指
す

「
２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構
想
」
の

実
現
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
安
芸
高
田
市
と
広
島
市

は
、「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を
形
成
す

る
た
め
の
連
携
協
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決

を
経
て
協
議
が
整
い
、
３
月
30
日
、
広

島
広
域
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
連
携
の
基
本
的
な
方
針
と

役
割
分
担
を
定
め
た
協
約
に
基
づ
き
、

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
連
携
中
枢
都
市
圏
制
度
と
は

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い

て
も
一
定
の
圏
域
人
口
を
有
し
活
力
あ

る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
、
指
定

都
市
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
連

携
中
枢
都
市
と
近
隣
市
町
が
「
連
携
協

約
」
を
締
結
し
、
各
種
施
策
を
実
施
す

る
制
度
の
こ
と
で
す
。

「広島広域都市圏」構成市町
（11 市 13 町）

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
利
用
す
る
軽

自
動
車
（
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
等
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
所
有
し
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
認
定
の
等
級
や
障
害
の
部

位
に
よ
っ
て
は
、
減
免
の
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
減
免
が
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車
の
範

囲
　

障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

• 

障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

• 

障
害
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
方

が
、
そ
の
障
害
者
の
た
め
に
運
転
す

る
軽
自
動
車
（
18
歳
未
満
の
方
、
障

害
の
程
度
の
重
い
方
の
場
合
は
、
生

計
を
同
じ
く
す
る
方
の
所
有
で
も

可
）

• 

障
害
者
の
方
の
み
の
世
帯
で
、
そ
の

世
帯
の
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
方

が
、
そ
の
障
害
者
の
た
め
に
運
転
す

る
軽
自
動
車

＊
減
免
出
来
る
車
両
は
障
害
者
一
人
に

つ
き
一
台
で
す
。

　

普
通
自
動
車
で
減
免
を
受
け
る
場
合

に
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
交
付
枚
数
が

半
分
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

• 

減
免
申
請
書
（
用
紙
は
税
務
課
ま

た
は
各
支
所
窓
口
係
に
あ
り
ま
す
）

• 

手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
）

• 

車
検
証
（
車
検
証
が
な
い
車
種
の

場
合
は
標
識
交
付
証
明
書
）

• 

運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

• 

印
鑑
（
み
と
め
印
）

• 

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
届
い

て
い
る
場
合
の
み
、
納
付
せ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

• 

納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
（
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）

※
納
税
義
務
者
以
外
が
申
請
さ
れ
る
場

合
、
他
に
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
）

※
昨
年
度
申
請
し
減
免
さ
れ
た
方
も
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
場
所

　

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
係

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
寄
附
を
い
た
だ
き

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

寄
附
い
た
だ
い
た
教
材
や
用
品
は
、

大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

向
原
小
学
校

　

長
同
太
鼓
・
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
マ
ー
・
タ
イ
マ
ー

用
ス
タ
ン
ド
・
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
・
図
書

向
原
中
学
校

　

音
楽
室
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
・
遮
光

カ
ー
テ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
中
学

生
の
音
楽
鑑
賞
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
展
示
用
額
・

図
書

「三矢の訓」のとおりさらに絆を深めた三市町

連携協約が締結され握手をかわす広島市松井市長
と浜田市長

　 男 女 計
選挙当日有権者数 11,746 12,986 24,732
投票者数 6,813 7,618 14,431
投票率 58.00％ 58.66％ 58.35％

届出順 候補者指名 得票数
１ 浜田　一義 6,973 当
２ やまね　温子 6,498
３ 有田　清士 748

無投票者数 212
投票総数 14,431

開票作業中の様子

●投票結果

●開票結果



安芸高田市歯科医師会在宅歯科医療連携室
　☎０９０ー７５０７ー１６９０

お口の中は大丈夫ですか

●
歯
科
医
院
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

へ
お
口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
ま
た
は

認
知
症
予
防
へ
つ
な
が
り
ま
す

　
安
芸
高
田
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
広

島
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
歯
科
医
院

へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
、
口
腔
ケ

ア
・
訪
問
診
療
を
提
供
可
能
な
歯
科
医

院
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
在

宅
歯
科
医
療
連
携
室
を
設
け
ま
し
た
。

　
在
宅
で
口
腔
内
の
状
態
が
悪
い
た

め
、
口
か
ら
の
食
事
摂
取
困
難
な
方
や

栄
養
状
態
の
安
定
し
な
い
方
、
ま
た
、

口
腔
ケ
ア
に
よ
り
口
腔
内
外
を
安
定
に

保
つ
必
要
の
あ
る
方
な
ど
に
、
訪
問
診

　
安
芸
高
田
市
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会

と
市
で
は
80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
方
の
表
彰
を
行
い
ま

す
。

●
対
象
者

★
次
の
す
べ
て
に
該
当
さ
れ
る
方

①
市
内
の
方

②
昭
和
11
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

③
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

④
今
ま
で
に
こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方

療
・
口
腔
ケ
ア
に
対
応
可
能
な
歯
科
医

院
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
　

安
芸
高
田
市
歯
科
医
師
会
在
宅
歯
科
医

療
連
携
室
　
事
務
局

☎
０
９
０
︲
７
５
０
７
︲
１
６
９
０

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
︲
２
０
７
５

保健医療課　☎４２－５６３３

８０２０表彰者を募集します

●
申
込
先

・
市
内
の
歯
科
医
院

※
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
が
市
外
の
方

も
、
お
手
数
で
す
が
市
内
の
歯
科
医
院

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

・
５
月
12
日
（
木
）

●
表
彰
式

　
６
月
12
日
（
日
）「
健
康
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
」
に
て
表
彰

●
免
除
等
の
申
請

　
保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
や
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
本
庁
・

各
支
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

三次年金事務所　☎０８２４－６２－３１０７

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　
平
成
28
年
４
月
分
か
ら
平
成
29
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
千
２
６
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
　

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
書
面
・

面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
※
納
付
義
務
の
あ
る
方
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

納
付
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と

納
め
て
い
れ
ば

　
万
が
一
の
時
も
安
心
！

納
付
が
難
し
け
れ
ば

免
除
申
請
も
で
き
る
の
ね
。

※
「
納
付
義
務
の
あ
る
方
」
と
は
被

保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
を
負
う
配
偶
者
及
び
世
帯
主
に

な
り
ま
す
。
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ひろしま「山の日」安芸高田市実行委員会
鷹ノ巣清掃活動と健康登山　参加者募集

農林水産課　☎４７－４０２２
●
ひ
ろ
し
ま
「
山
の
日
」
県
民
の
つ
ど

い
鷹
ノ
巣
山
清
掃
活
動
と
登
山

　
市
で
一
番
高
い
、鷹
ノ
巣
山（
９
２
２

ｍ
）
で
清
掃
活
動
と
健
康
登
山
を
実
施

し
ま
す
。
向
原
町
保
垣
鷹
ノ
巣
山
登
山

口
（
鷹
ノ
巣
山
林
道
）
よ
り
片
道
２
・

７
キ
ロ
高
低
差
約
３
４
０
ｍ
の
登
山
で

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
小
学
生
以
上
　

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

※
安
芸
高
田
市
外
か
ら
の
参
加
も
可
。

●
定
員
　
50
名

●
集
合
日
時

　
５
月
29
日
（
日
）

　
受
付
８
：
30
　
開
会
9
：
00
　

●
集
合
場
所
　

　
保
垣
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
向
原
町

保
垣
）

●
持
参
す
る
も
の

　
山
歩
き
し
や
す
い
靴
、
リ
ュ
ッ
ク
、

雨
具
、
帽
子
、
弁
当
、
飲
み
物
等

●
参
加
費
　
１
人
　
１
０
０
円

※
参
加
者
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

●
募
集
要
項

　
募
集
要
項
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w
.akitakata-kankou.jp

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
林
水
産
課
☎
47
‐
４
０
２
２

●
主
催

　
こ
の
事
業
は
、ひ
ろ
し
ま
「
山
の
日
」

安
芸
高
田
市
実
行
委
員
会
が
、
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
事
業
よ
り
交
付
金
を
受

け
て
行
う
事
業
で
す
。

鷹ノ巣山山頂 鷹ノ巣山山頂付近から臨む
雄大なパノラマ

平成２７年度広島県広報コンクール
（一枚写真の部）最優秀賞受賞

政策企画課　☎４２－５６２７

　
地
方
自
治
体
等
の
広
報
活
動
の
向
上

を
目
的
と
し
た
、
広
島
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
月
27
日
に
平
成
27
年
中
に
発
行
さ

れ
た
県
内
各
自
治
体
の
広
報
を
対
象
に

審
査
が
開
催
さ
れ
、
広
報
あ
き
た
か
た

12
月
号
の
表
紙
が
、
写
真
部
門
（
一
枚

写
真
）
に
お
い
て
最
優
秀
を
受
賞
し
ま

し
た
。
審
査
会
で
は
「
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
」。「
神
楽
を
『
鬼
の
作
法
』
か
ら

切
り
取
り
、
表
紙
に
し
た
の
は
面
白
い

と
思
う
」。「
鬼
に
ピ
ン
ト
が
し
っ
か
り

合
っ
て
、
さ
ら
に
ア
ッ
プ
で
撮
影
す
る

こ
と
で
、
凄
み
が
出
て
い
る
と
思
う
」。

な
ど
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
広
島
県
の
代
表
と
し
て
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　
表
紙
撮
影
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
み
な
さ
ま
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日にち 受付時間 会場

   5 月   6 日（金） 
9:30 ～ 12:00

クリスタルアージョ
14:00 ～ 16:00

７月 14 日（木） 9:30 ～ 11:15 東京濾器（株）広島
工場

  8 月 12 日（金） 9:00 ～ 11:30 クリスタルアージョ

11 月    8 日（火）
9:30 ～ 12:00 JA 広島北部本店

14:00 ～ 16:00 JA 吉田総合病院

1 月  20 日（金）
9:30 ～ 11:30

クリスタルアージョ
12:30 ～ 15:30

2 月  14 日（火）13:00 ～ 16:00 八千代病院

3 月     9 日（木）
9:30 ～ 12:00 JA 広島北部本店

14:00 ～ 16:00 JA 吉田総合病院

平成 28年度移動献血年間日程

保健医療課　☎４２－５６３３

あなたのやさしさを
　　お待ちしております。
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　クリスタルアージョ１階にある
プレイルームは、子育て中の親子
が集い交流しあえる場所です。３
歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
※小さいお子様と保護者のための場所です。小学生以上

の利用はご遠慮ください。
●場　　所　クリスタルアージョ１階
　　　　　　エレベーター正面
●利用時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

子育て交流会 子育て支援センター☎４７⊖１２８３

●持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
※人数や季節等により時間が前後する場合がありますの

でご了承ください。
※託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだい

を連れてこられても大丈夫です。
※ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て相談 子育て支援センター☎４７︲１２８３
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員、母子・父
子自立支援員、保健師、子育て支援員が子育てに関する
悩みなど相談に応じています。お子様と一緒にお気軽に
おいでください。 

〈電話での相談も受け付けています〉
●受付時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

プレイルーム

と　　き と こ ろ 内　　容
₅月₁₂日（木）

₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₀：₄₅　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム

親子交流会
＊対象年齢
　１歳児

₅月₁₉日（木）
₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₀：₄₅　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム

親子交流会
＊対象年齢
　０歳児

₅月₂₇日（金）
₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₁：₀₀　活動

吉田運動公園
エアロビクス室

親子体操
＊対象年齢
　２～４歳児

　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと
楽しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたち
は育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

安芸高田市民フォーラムで
出番待ちしているひの川幼稚園の女の子

平成28年2月21日撮影

下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事
の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　☎５２－２０９９
八千代南保育園　　☎５２－３０４８
可愛保育園　　　　☎４３－１７７６

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
₅月₆日（金）
₁₀：₀₀～₁₂：₀₀ 吉田幼稚園 園庭開放

（鯉のぼりづくり）
₅月₁₀日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園庭開放

₅月₁₀日（火）
₉：₃₀～₁₁：₀₀ かわね保育園 園庭開放

₅月₁₀日（火）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ くるはら保育園 園庭開放

₅月₁₁日（水）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ ふなさ保育園 園庭開放

₅月₁₁日（水）
 ₉：₄₅～₁₁：₀₀ 甲立保育所 園庭開放

₅月₁₇日（火）
₁₀：₀₀～1₁：₃₀ 吉田保育所 園庭開放

₅月₁₇日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 小原保育所 園庭開放

₅月₁₉日（木）
₁₀：₃₀～₁₁：₄₅ ひの川幼稚園 園庭開放

（なかよし広場）
₅月₁₉日（木）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ みどりの森保育所 園庭開放

₅月₁₉日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 小田東保育所 園庭開放

₅月₁₉日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 向原こばと園 園庭開放

₅月₂₄日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園庭開放

₅月₂₅日（水）
 ₉：₄₅～₁₁：₀₀ 入江保育園 園庭開放

₅月₂₆日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ みつや保育所 体験入園

₅月₂₇日（金）
₁₀：₀₀～₁₂：₀₀ 吉田幼稚園 園庭開放

₅月₃₁日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園庭開放
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月　日 受付時間 対　　象 会　場

₅月₁₂日︵木︶ ₁₃：₀₀～₁₃：₁₅
₃歳児健康診査
・平成₂₄年₁₁月生まれ

保健センター

₅月₁₉日︵木︶ ₁₃：₀₀～₁₃：₁₅
₁歳₆か月児健康診査
・平成₂₆年₁₀月生まれ

保健センター

₅月₂₆日︵木︶ ₁₃：₀₀～₁₃：₁₅
乳児健康診査
・平成₂₇年７月生まれ

保健センター

※ 健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別
相談です。

※対象児には個人通知します。
※ 体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡く

ださい。

育児相談

月　日 開催時間 対　象 会　場

₅月₁₃日(金) ₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 乳幼児 保健センター

※お子さんの身体測定をしてみましょう。必要に応じて保健師・栄養士が相談を
受けます。

保険医療課☎42⊖5633
４月より時間と内容を変更しました。

ひの川幼稚園「筝曲（そうきょく）＆卒園お茶会」にて
お茶会そっちのけで恋モードに突入しているふたり

平成28年3月1日撮影

安芸高田市民フォーラムで
出番待ちしているひの川幼稚園の面々

平成28年2月21日撮影

※相談内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談です。
　２歳６か月児相談の際は、歯ブラシをご持参ください。
※対象児には個人通知します。
※おっぱい相談を希望される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月　日 受付時間 対　　象 会　場

₅月₂₇日（金）

₁₀：₀₀～₁₀：₃₀ ₂歳₆か月児相談
・平成₂₅年₁₁月生まれ

保健センター₁₃：₀₀～₁₃：₃₀ ₄か月児相談
・平成₂₈年₁月生まれ

₁₃：₃₀～₁₅：₀₀ おっぱい相談
・希望の方

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物
₅月₂₀日(金)

₁₀：₀₀～₁₂：₀₀ クリスタルアージョ₁₀₁ ₅月₁₀日～
₅月₁₆日

★生後9か月児～　　　
　1歳６か月児とその家族 保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、町名、
アレルギーの有無、きょうだいの参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

すくすく離乳食教室【乳幼児健康教室】

）（

保険医療課☎42⊖5633

保険医療課☎42⊖5633

保険医療課☎42⊖5633
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保
健
医
療
課
　
☎
42‒

５
６
１
９

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 28,487 24,６99 5

退職本人 23,4６5 29,121 18

退職扶養 30,310 24,６50 5

全被保険者 28,220 24,817 7

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成28年1月診療分
１人当り医療費（単位：円）

広島断酒ふたば会

　中田克宣

☎090-4802-1865

　自分や家族のお酒の

問題で悩んでいません

か？お気軽にご相談く

ださい。

※詳しい内容はお問い

合わせください。

場所・日時
●ふれあいプラザ向原

　５月６日（金）

　　18：30～20：30

●吉田人権会館

　５月１日（日）

　　13：30～20：30

　５月20日（金）

　　18：30～20：30

　５月30日（月）

　　18：30～20：30

断酒会 たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
 保健医療課　☎４２－５６３３

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
︵₁₀：₀₀～₁₁：₀₀）

体脂肪燃焼
コース

︵₁₉：₀₀～₂₀：₀₀）

対　 象 向原・甲田
地域の方

八千代・吉田
地域の方

美土里・高宮
地域の方 市内全域

と　 き

６月６日～
７月₁₈日　
毎週月曜日

６月９日～
７月₂₁日　
毎週木曜日

６月₁₀日～
７月₂₂日　
毎週金曜日

６月９日～
７月₂₁日　
毎週木曜日

₁₀：₀₀～₁₁：₀₀　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※定員に余裕があれば対象地域以外からも参加
できます。

　ただし、送迎はありません。

₁₉：₀₀～₂₀：₀₀
７回コース

申込期限 ５月１日（日）～５月20日（金）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申込みの方を優先とさせて
いただきます）

参 加 費 3‚500円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　☎５９－００５９

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、普段使
わない筋肉の回復や維持、増進を図ることができます。
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私たちが紹介します♪ 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

毎月19日は 食育の日

（ひとり分　エネルギー：115 kcal、塩分：1.1g）

材料（4人分）
豆腐 …………………………………………1丁
ベーコン ……………………………………4枚
たまねぎ ……………………………………60ｇ
ねぎ …………………………………………20ｇ
にんじん ……………………………………20ｇ
油 ……………………………………………適量
※お好みのドレッシングなどをかける。

作り方
①豆腐は8等分し、しっかり水分を出す。
②ベーコンを巻いて、油を熱したフライパンで焼く。
③ たまねぎは薄切りにして水にさらして、その後

ざるにあげて水を切る。
　ねぎは小口切りにする。
　にんじんは細切りにし、さっと茹でる。
④ 焼いた豆腐の上に③の野菜をのせ、お好みの

ドレッシングをかける。

安芸高田市食生活改善推進協議会
高 宮 支 部

減塩のコツ
①レモンやユズ、こしょう、ごまなど酸味・香辛料・香りを活用する。
②天然だし（昆布、シイタケなど）をしっかりとり、しょうゆや塩を減らす。
③ラーメンやそば、うどんの汁は半分くらい残す。
④しょうゆは「かける」より「つける」。
ミネラル類をしっかりとる
　血圧を調節する成分に、カリウム、マグネシウム、カルシウムなどのミネラ
ルがあります。カリウムは野菜や果物、海藻類、豆類などに多く含まれていま
す。マグネシウムは、海藻やナッツ類、豆類などに含まれています。野菜サラ
ダに豆やナッツを入れるのもいい方法です。
　ただし、血糖値が高い人は果糖の多い果物は控えめに。また腎臓病の場合には、カリ
ウムのとりすぎで悪化することもあるので、医師に相談してください。

豆腐のベーコン巻き
今月の食材

豆 腐

5月17日は「高血圧の日」です！　高血圧を予防する食事 ～減塩を心がける～

 

「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」　健康あきたかた21推進中！
平成28年4月1日から、広島県がん対策推進条例で
受動喫煙防止対策がスタートしています！！

　たばこの煙には発がん性物質が含まれているため、広島県が条例を制定し、受動喫煙防止対策を推進しています。
誰もがいつでも気持ちよく過ごすために、みんなで取り組みましょう。

１．公共施設等では、禁煙や分煙が義務化※。
２．飲食店等では、喫煙や分煙等の状況の表示が義務化※。
３．遊具のある公園や学校及びその周囲で喫煙しないことが努力義務。
※県民総ぐるみで取り組むこととし、強制力を伴わない（罰則なし）義務です。

※1不特定又は多数の者が出入りする室内等。
※2【①禁煙】喫煙してはいけない空間とすること。
　　【②喫煙所による分煙】禁煙区域への煙の流出防止措置がとられた喫煙所と禁煙区域に分けること。
　　【③その他の分煙】空間分煙や時間分煙。
※3 「禁煙」「分煙（分煙の内容）」「喫煙」いずれかの状況を適切に表示していれば既存のステッカー等も可。数に限りがありますが、保

健医療課にもステッカーを置いています。
※4付近とは、施設等から7ｍ以内の公道です。
※5灰皿を設ける場合は、子どもの動線を避ける、遮蔽を設ける等の配慮が必要です。
※６県民総ぐるみで取り組むこととし、強制力を伴わない（罰則なし）義務としています。

区分 施設の種類 規制内容 義務付け

建
物
内
等
※
１

第１種

〇官公庁施設（県庁、市役所等）
〇学校（幼稚園、小中学校、高等学校等）
〇医療施設（病院、診療所、薬局等）
〇児童福祉施設（保育所等） 等

①禁煙
②喫煙所による分煙 義務※６

第２種

〇運動施設（体育館等）
〇高齢者・障害者施設（老人ホーム等）
〇金融機関（銀行等）
〇大規模小売店舗（ショッピングセンター等）
〇交通機関乗降・待合（バス待合所等）
〇交通機関（電車、バス等） 等

①禁煙
②喫煙所による分煙
③その他の分煙※2

義務※６

第３種 〇飲食店　〇カラオケボックス　〇旅館　〇理容所、美容所　等 禁煙、分煙（分煙の内容）、喫煙いずれかの状況の表示※3 義務※６

屋
外 第４種 〇学校　〇児童福祉施設　〇遊具のある公園　〇停留所

〇これらの施設付近の公道※4 等
区域で喫煙しない（灰皿周辺を除く） 努力義務
灰皿は子どもの受動喫煙防止に配慮※5 努力義務

13 2016.5 ／広報あきたかた



減らそう犯罪 外出する際は必ず施錠を！

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成28年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 平成28年 平成27年 前年同期比増減数

23件

0人

35人

17件

0人

20人

＋6件

±0人

＋15人

死 者 数

負傷者数

H28.3末現在
安芸高田警察署管内

　運転中は、車間距離を十分にとり、前方に対する中止
を怠らず時間と心にゆとりを持って、交通事故防止に努
めましょう。

★ゴールデンウィークなど行楽期の交通事故防止
・行楽地に向かう車が増え、交通状況が変化します。
・安全確認をしっかり行い、交通ルールを守って交通事
故に遭わないようご家族や友人と楽しい思い出を持っ
て帰りましょう。

平成28年広島県交通安全キャッチフレーズ
『なくそう交通死亡事故・アンダー90』

 ゴールデンウィークとなり、田植えや旅行、買い物等で
外出する機会が多くなると思います。
 この時期は、侵入盗が発生しやすい時期でもあります。
 しっかりと施錠をして外出や旅行に出かけてください。
●被害は最小限に
①家に現金を置かない
②貴金属等は、施錠のかかるところへ
③家の周りに足場となる物を置かない

④周囲を整理整頓しておく
●被害にあったら
①必要最小限しか触らない
②すぐに警察へ連絡を
③クレジットカード類は早めの連絡を

長期間家を空けるときは
ご近所に一言挨拶を

○管内交通事故の特徴
３月中の交通事故の特徴は   
・脇見による追突事故　6件
・中央線は見出しによる正面衝突　4件
・右折車と直進者による側面衝突　1件　でした。

第
₁₁
回
　
春
の
全
国
中
学
生
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

3
月
₂₅
日
（
金
）
〜
₂₉
日
（
火
）

富
山
県
氷
見
市

甲
田
中
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部

大お
お

田た

　
義よ
し

也な
り

　
1
年

小こ

先さ
き

　
勇ゆ
う

輝き

　
1
年

笹さ
さ

村む
ら

　
拓た
く

斗と

　
1
年

首し
ゅ

藤と
う

　
岳が
く

飛と

　
1
年

原は
ら

田だ

　
晋し
ん

平ぺ
い

　
1
年

前ま
え

川か
わ

　
大ひ
ろ

樹き

　
1
年

浅あ
さ

井い

　
天て
っ

汰た

　
2
年

姉あ
ね

ヶが

山や
ま

　
京け
い

　
2
年

稲い
な

垣が
き

　
真ま

宏ひ
ろ

　
2
年

大お
お

立た
ち

　
浩ひ
ろ

史ふ
み

　
2
年

住す
み

吉よ
し

　
　
連れ
ん

　
2
年

谷た
に

本も
と

　
翔し
ょ
う

希き

　
2
年

広
島
メ
イ
プ
ル
レ
ッ
ズ
Ｊ
ｒ

(

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル)

池い
け

元も
と

　
千ち

紘ひ
ろ

　
1
年

山や
ま

崎さ
き

　
美み

優ゆ
う

　
2
年

 

（
向
原
中
学
校
）

第
₃₁
回
全
国
高
等
学
校
新
体
操

選
抜
大
会

3
月
₁₉
日
（
土
）
〜
₂₁
日
（
月
）

長
野
県
長
野
市

男
子
新
体
操

出で

張は
り

　
雄ゆ
う

都と

　
１
年
（
広
島
県

三
次
高
等
学
校
：
高
宮
中
出
身
）

第
₃₉
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
抜
大
会

3
月
₂₄
日
（
木
）
〜
₂₉
日
（
火
）

兵
庫
県
神
戸
市

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

行ゆ
き

竹た
け

　
智と
も

弥や

　
2
年
（
長
崎
県

瓊
浦
高
等
学
校
：
吉
田
中
出
身
）

河か
わ

原は
ら

　
脩し
ゅ
う

斗と

　
1
年
（
茨
城
県

立
藤
代
紫
水
高
等
学
校
：
甲
田

中
出
身
）

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

金か
な

川が
わ

　
依い

央お

　
１
年
（
東
京
都

佼
成
学
園
女
子
高
等
学
校
：
甲

田
中
出
身
）

中な
か

野の

　
真ま

弥や

　
1
年
（
大
阪
府

四
天
王
寺
高
等
学
校
：
甲
田
中
出
身
）

高た
か

木ぎ

　
麻ま

代よ

　
２
年
（
大
阪
府

四
天
王
寺
高
等
学
校
：
甲
田
中
出
身
）

甲田中学校男子ハンドボール部　
全国中学生ハンドボール選手権大会初優勝
　３月2６日から富山県氷見市で行われた 平
成27年度 第11回 春の全国中学生ハンド
ボール選手権大会において、甲田中学校男子
ハンドボール部が、見事優勝に輝きました。
準々決勝：甲田中38⊖37氷見南部中（富山）
準 決 勝：甲田中3６⊖29滝ノ水（愛知）
決　　勝：甲田中29⊖28戸塚西（埼玉）

全
国
大
会
出
場
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ガ
ス
コ
ン
ロ

安
全
な
距
離

保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
様
々
な
種
類
の
ガ
ス
グ
リ
ド

ル
付
コ
ン
ロ
な
ど
が
使
用
さ
れ
る
現
状

に
対
応
す
る
た
め
に
、
安
芸
高
田
市
火

災
予
防
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

【
改
正
内
容
】

・
ガ
ス
グ
リ
ド
ル
付
こ
ん
ろ
及
び
最
大

入
力
値
が
5
・
８
kw
で
あ
る
Ｉ
Ｈ
調

理
器
と
周
囲
の
可
燃
物
か
ら
の
火
災

予
防
上
安
全
な
距
離
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
を
設
置
す
る
際
は
壁
及
び
天

井
、
そ
の
他
台
所
用
品
な
ど
の
可
燃
物

か
ら
一
定
の
距
離
を
お
い
て
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
設
置
後
に
は
ガ
ス

コ
ン
ロ
付
近
に
調
味
料
や
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
可
燃
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。
特
に
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ

な
ど
移
動
可
能
な
器
具
は
注
意
が
必
要

で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

適
切
に
管
理
で
き
て
ま
す
か
？

　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
と
な
り
、

各
ご
家
庭
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
ご
ろ
の
手
入
れ
、
点
検

は
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
い
ざ
」
と

い
う
と
き
に
命
を
守
る
大
切
な
機
器
で

す
。
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
、
日

頃
か
ら
お
手
入
れ
や
点
検
を
し
ま
し
ょ

う
。

【
手
入
れ
の
仕
方
】 

　
警
報
器
に
ホ
コ
リ
が
付
く
と
火
災
を

感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
汚
れ
が
目

立
っ
た
ら
、
乾
い
た
布
で
ふ
き
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
特
に
、
台
所
に
取
り
付
け
た
警
報
器

は
、
油
や
煙
な
ど
に
よ
り
汚
れ
が
つ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
布
に
水
や
せ
っ
け

ん
水
を
浸
し
、
十
分
絞
っ
て
か
ら
汚
れ

を
ふ
き
取
っ
て
下
さ
い
。

【
動
作
テ
ス
ト
】

　
動
作
テ
ス
ト

は
、
ボ
タ
ン
を

押
し
た
り
、
ひ

も
付
き
の
も
の

は
、
ひ
も
を
引

い
て
行
い
ま
す
。

※
そ
の
時
音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は 

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
池
は
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト
さ
れ
て

い
る
か
。

・
電
池
が
切
れ
て
い
な
い
か
を
確
認

し
、そ
れ
で
も
鳴
ら
な
い
場
合
は
、

故
障
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
電
池
が
切
れ
た
時
】

　
電
池
切
れ
の
時
に
は
音
声
で
お
知
ら

せ
す
る
か
、
ピ
ッ
…
…
ピ
ッ
…
…
と
短

い
音
が
一
定
の
間
隔
で
鳴
り
ま
す
の

で
、
新
し
い
電
池
に
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。

【
警
報
器
本
体
の
寿
命
】 

　
警
報
器
本
体
の
寿
命
は
、
お
お
む
ね

10
年
で
す
。
設
置
後
10
年
が
経
過
し
た

ら
新
し
い
警
報
器
に
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。

　
住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も

正
し
い
場
所
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【
消
防
本
部
か
ら
の
お
願
い
】

　
消
防
本
部
で
は
、
現
在
の
設
置
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
今
年
も
無
作
為
に

抽
出
し
た
世
帯
に
対
し
て
設
置
状
況
の

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
調
査
方
法

は
電
話
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
又
は
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
た
職
員
が
実
際
に

訪
問
し
て
の
聞
き
取
り
調
査
で
す
。

　
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

4件
（10件）

121件
（350件）

2件
（5件）

1件
（4件）

３月
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☎ 42-5627

グランプリ受賞団体が迫力の舞を披露
神楽ドーム特別公演
　「ひろしま神楽グランプリ2015」でグランプリを
受賞した横田神楽団（安芸高田市）と津浪神楽団（北広
島町）が、3月27日（日）神楽門前湯治村神楽ドームで、
熱い舞いを披露し、詰めかけた神楽ファンを魅了しま
した。
　グランプリ受賞演目を含めた2演目が披露され、高
い技術を持つ神楽を存分に楽しむことができる特別公
演。「悪狐伝中編」では、和尚（道化役）のコミカルな言
い回しに会場では笑いの渦が巻き起こり、立ち合いの
場面では迫力のある舞に拍手が沸き起こりました。

「春神楽」スタート！
第9回三矢の里神楽共演大会
　3月20日（日）、クリスタルアージョのホールに
おいて、第9回三矢の里神楽共演大会が開催されま
した。県内8団体、そして県外からは、島根県の石

いわ

見
み

神
かぐ ら

楽細
ほそ

谷
だに

社
しゃ

中
ちゅう

のゲスト出演がありました。
　折しも春の暖かい陽気とあわせ、詰めかけた約
６90人の来場者から立ち上る熱気が会場を包み込
みました。神楽ファンは熱く、素晴らしい舞や奏楽
に惜しみない拍手を送り、声援を送ります。会場の
外では神楽グッズの販売や写真展示が行われ、神楽
ファンには堪

たま

らない一日でした。

人気の高い「安芸ひろしま武将隊」も参加
郡山城下ぶらり吉田まち歩き２大イベントを開催
　郡山城の城下町を舞台に3月12日に「わくわく元就♪ウォークラリー」、
13日に「参加型　戦国甲冑武者行列」が行われました。女性ファンに人気の
高い安芸ひろしま武将隊も参加しました。ウォークラリーはヒントを元に
12か所のチェックポイントを探すもので、成績優秀者には豪華賞品が贈ら
れました。武者行列では、約40名の頼もしい甲冑毛利武者が、毛利元就を
先頭に隊列を組み城下を行進。参加者の中には、甲冑持参の方や、青森・東
京・静岡・石川・愛知・福岡など県外からの参加も多く、華やかな行列となりま
した。沿道から手を振る市民の温かい応援にみなさん満足されていました。
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春の一枚写真におさめて
向原かたくり祭り
　向原町長田川ノ内にある「かたくりの里」で、春の
訪れとともに、恒例の「向原かたくり祭り」が、4月
2日（土）から4月10日（日）の期間で行われました。
　期間中、野菜やおみやげの販売、うどんやセリ入
り寿司などの飲食コーナーが設けられ、多くの来場
者で賑わいました。
　開花まで７年かかると言われるかたくり、開花時
期も２週間程度と限られ、訪れた人は皆、熱心にレ
ンズをのぞき込み、花と一緒に〝桜〟を記録におさめ
ていました。

第14期から第15期へ交代
八千代の丘美術館　入館作家交代式
　4月3日（日）、八千代の美術館に新旧の作家
たちが集い、入館作家交代式が行われました。
　第15期には安芸高田市出身の方が2名選ば
れています。「地元で創作活動に励むことがで
きて光栄です。可能性とやりがいを持って作品
に取り組んでいきます」。と期待に胸を膨らま
せて話をされました。
　式の後は、第14期作家の展示を順番に解説
するギャラリートークが開催され、それぞれの
作家から直接話を聞くことができました。

桜満開
第10回郡山桜まつり開催

　4月3日（日）、郡山公園を会場に、吉
田地区地域振興会の主催による第10回
郡山桜まつりが盛大に行われました。
　吉田町内に春を告げる恒例のまつりで
すが、昨年まで3回連続雨に見舞われ、
実に4年ぶり10回目の節目を迎えるこ
とができました。曇り空の中、公園内は
満開の桜とともに、来場者はステージ発
表、バザーやビンゴゲームなどを楽しみ、
終始、春の訪れを満喫されました。

桜と鯉のぼりのコラボレーション
土師ダム鯉のぼり流し
　3月21日（月）晴天の下、土師ダム春の風物
詩、70匹の鯉のぼり達が今年も元気に泳いで
います。この事業は平成27年に八千代町振興
会連絡協議会が主催者となり、まちの活性化に
繋がればと市民の協力を経て20年ぶりの復活
に至りました。寄付による鯉のぼりは全国各地
から届いており、合計200匹が集まっていま
す。桜の舞う景色の中、優雅に八千代湖を泳ぐ
鯉のぼり達の姿は圧巻の景色でした。
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振
り
込
め
詐
欺
予
防
講
演
会

「
自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い

る
み
な
さ
ん　

本
当
に
大
丈

夫
で
す
か
」

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐

欺
は
、
過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
推

移
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
あ
と
を
絶
た
な
い
振
込
詐
欺

の
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、

他
人
事
で
は
な
い
こ
と
を
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
27
日
（
金
）

　
　
　

13
：
30
～
15
：
00

場
所　

甲
田
人
権
会
館

講
師　

広
島
県
警
察
本
部
生
活
安

全
総
務
課　

減
ら
そ
う
犯
罪
情
報

官　

佐
藤
百も

も

實み

さ
ん

定
員　

50
名

申
込
先　

甲
田
人
権
会
館

健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

及
び
第
46
回
広
島
県
断
酒（
安

芸
高
田
）
大
会

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
３
３

　

平
成
28
年
度
の
健
康
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
は
、
広
島
県
断
酒
会
と

共
催
で
行
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
で
は
、
男
女
と
も

に
飲
酒
習
慣
の
あ
る
人
が
全
国
平

均
よ
り
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
例

年
健
康
フ
ェ
ス
タ
で
行
っ
て
い
る

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
フ
ッ
素
塗
布
等

に
加
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
治
療
の
専

門
病
院
、
呉
み
ど
り
ケ
丘
病
院
長

の
長
尾
早
江
子
先
生
の
講
演
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
ア

ル
コ
ー
ル
で
悩
ん
で
い
る
方
、
又

そ
の
ご
家
族
の
方
等
の
相
談
会
も

行
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

6
月
12
日(

日
）

　
　
　

10
：
00
～
15
：
30

場
所　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

講
演　

呉
み
ど
り
ケ
丘
病
院
長　

長
尾
早
江
子　

先
生
（
講
演
予
定

時
間
14
：
30
～
15
：
15
）

身
体
に
障
害
が
あ
る
方
の
補

装
具
判
定
会
を
安
芸
高
田
市

で
開
催
し
ま
す

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
や
、
難
病
患
者
等
の
方
に
対
し

て
、
身
体
機
能
を
補
完
又
は
代
替

す
る
た
め
の
補
装
具
費
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

車
椅
子
、
補
聴
器
、
義
肢
な
ど

の
補
装
具
を
購
入
さ
れ
る
際
、
補

装
具
費
の
支
給
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

等
の
判
定
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
内
、
安
芸
高
田
市
会
場
で

は
、
肢
体
障
害
に
関
す
る
補
装
具

判
定
会
を
次
の
日
時
で
開
催
し
ま

す
。
判
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
装
具
の
購
入
・
修
理
の
対
象

に
は
、
障
害
の
種
別
・
等
級
に
よ

り
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
22
日
（
水
）・
10
月

26
日
（
水
）（
両
日
と
も
13
：
00

～
14
：
00　

受
付
・
判
定
開
始
は

14
：
00
か
ら
で
す
）

場
所　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

内
容　

車
椅
子
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
限
る
）・
電
動
車
椅
子
・
義
肢
・

座
位
保
持
装
具
・
重
度
障
害
者
用

意
思
伝
達
装
置

※
既
製
品
の
車
椅
子
、
歩
行
器
、

盲
人
安
全
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
な

ど
は
判
定
不
要
で
す
。

第
８
回
あ
き
た
か
た

市
民
合
唱
祭
出
場
者
募
集

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　

仲
間
と
一
緒
に
市
内
一
、
音
響

の
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
歌
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
10
日
（
日
）

場
所　

高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

開
演　

13
：
30
～

募
集
期
間　

４
月
１
日（
金
）～
５
月
12
日（
木
）

応
募
資
格　

安
芸
高
田
市
民
（
在

勤
・
在
学
者
を
含
む
）
で
構
成
す

る
合
唱
（
コ
ー
ラ
ス
）
団
体

応
募
定
員　

16
団
体

演
奏
時
間　

１
団
体
に
つ
き
８
分

以
内（
入
退
場
時
間
は
含
ま
な
い
）

応
募
方
法　

　

所
定
の
出
展
申
込
書
（
各
文
化

セ
ン
タ
ー
配
置
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
入
手
可
能
）
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ
ー

に
直
接
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、

生
涯
学
習
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

郵
送
先

〒
７
３
１
‐
０
５
９
２

吉
田
町
吉
田
７
６
１

安
芸
高
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
文
化
振
興
係

第
10
回
あ
き
た
か
た
市
民
文

化
祭
「
展
示
芸
術
の
祭
典
」

作
品
募
集

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　

年
に
一
度
の
「
展
示
芸
術
の
祭

典
」
開
催
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

様
の
芸
術
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

会
期　

９
月
25
日
（
日
）
～
10
月

１
日
（
土
）
10
：
00
～
18
：
00

（
最
終
日
は
10
：
00
～
16
：
00
ま
で
）

会
場　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

募
集
内
容
（
抜
粋
）

•	

募
集
資
格
は
安
芸
高
田
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

と
し
ま
す
。

•	

お
一
人
さ
ま
１
ジ
ャ
ン
ル
に

つ
き
１
点
。

•	

作
品
の
搬
入
出
・
展
示
・
管

理
は
出
品
者
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

•	

作
品
の
損
傷
・
紛
失
に
つ
い

て
、
実
行
委
員
会
で
は
責
任

を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

•	

主
催
者
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
題

名
）
の
み
作
成
し
、
説
明
文

他
掲
示
物
は
作
成
し
ま
せ
ん
。

•	

著
作
権
等
の
問
題
は
出
品
者

に
お
い
て
解
決
し
、
問
題
の

発
生
す
る
作
品
の
出
品
は
お

断
り
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

所
定
の
出
展
申
込
書
（
各
文
化

セ
ン
タ
ー
配
置
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
入
手
可
能
）
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ
ー

に
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

7
月
22
日
（
金
）

主
催　

あ
き
た
か
た
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会

英
会
話
教
室
生
徒
募
集

安
芸
高
田
市
国
際
交
流
協
会

☎
42
‐
５
６
３
０

　

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
理

解
と
国
際
化
を
目
指
し
て
、
外
国

人
の
先
生
を
お
招
き
し
て
英
会
話

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室

で
は
、
ま
っ
た
く
の
英
会
話
初
心

者
か
ら
超
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
み
ん

な
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
英
会

話
を
楽
し
く
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

英
会
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

一
度
教
室
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
い
つ

で
も
可
能
で
す
。

　

教
室
は
、
向
原
町
と
吉
田
町
に

て
月
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

吉
田
教
室　

毎
週
火
曜
日　

18
：
30
～
19
：
30

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

向
原
教
室

毎
週
木
曜
日　

19
：
00
～
20
：
00

向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

会
費　

月
２
，
０
０
０
円

※
お
問
合
せ
は
、
お
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

npoatie2013@
gm
ail.com

「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基

礎
編
）」
受
講
者
の
募
集

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参

加
促
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
初
め
て

の
方
か
ら
経
験
者
の
方
ま
で
、
経

験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
受

講
く
だ
さ
い
。

期
間　

平
成
28
年
5
月
か
ら
平
成

29
年
3
月
（
※
開
講
式　

5
月
21

日
（
土
））

日
時　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　

９
：
30
～
11
：
30

会
場　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

対
象
者　

安
芸
高
田
市
に
お
住
ま

い
の
方
、
又
は
勤
務
さ
れ
て
い
る

方募
集
人
数　

30
名
程
度

受
講
料　

無
料
（
※
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
３
，
２
４
０
円
の
負
担

が
必
要
で
す
）

申
込
期
限　

5
月
17
日
（
火
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

社
会
福
祉
法
人　

清
風
会

　

☎
43
‐
０
６
１
１　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
‐
０
１
８
０

主
催　

安
芸
高
田
市

※
日
時
・
会
場
は
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
の
募
集

住
宅
政
策
課
☎
47
‐
１
２
０
２

【
公
営
住
宅
】

広告

催
　
し

福
　
祉

募
　
集



人　口
総人口…29,944 人
　　　  （30,064 人）
男………14,376 人
　　　  （14,436 人）
女………15,568 人
　　　  （15,628 人）
世帯……13,556 戸
　　　  （13,578 戸）
■平成 28 年 4 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　）の数字は前年同
月数値

５月の納税
固定資産税第１期
軽自動車税     全期

納期限：５月３１日（火）

夜間納付窓口
 開設日
 　5 月 26 日（木）
 （17：15 ～ 19：00）
 開設場所　税務課

５月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［JA 吉田総合病院］（吉田町）

平日　17：00 ～翌朝 8：30

日・祝日　8：30 ～翌朝 8：30

【内科・外科】☎ 42-0636

※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

市
営
住
宅
入
居
の
募
集

住
宅
政
策
課
☎
47
‐
１
２
０
２

【
公
営
住
宅
】

所
得
制
限
　
上
限
あ
り

■
北
生
住
宅
（
美
土
里
町
生
田
）

広
さ
　
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　
１
戸

■
尾
原
住
宅
（
向
原
町
坂
）

広
さ
　
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　
１
戸

【
高
宮
若
者
用
マ
ン
シ
ョ
ン
】

■
虹
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
高
宮
町

佐
々
部
）

広
さ
　
住
宅
ワ
ン
ル
ー
ム
　
戸
数

２
戸

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

所
得
制
限
　
下
限
・
上
限
あ
り

■
朝
日
が
丘
住
宅（
向
原
町
戸
島
）

広
さ
　
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　
２
戸

■
尾
原
住
宅
（
向
原
町
坂
）

広
さ
　
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　
２
戸

※
制
限
項
目
や
立
地
条
件
な
ど
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　

５
月
９
日
（
月
）
か
ら
５
月
23
日

（
月
）
17
：
00
ま
で
（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
住
宅
政
策
課

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

財
政
課
☎
42
‐
５
６
２
３  

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

匿
名
希
望
　
　
様
（
1
名
）

（
平
成
28
年
3
月
受
付
分
）

求
人
求
職
状
況
（
２
月
分
）

月
間
有
効
求
職
者
数
　
４
１
１
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
５
４
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
　
１
．
59
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42
‐
０
６
０
５

およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎₄₂︲₅₆₂₇までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

早 川 湊
そう

太
た

谷 川 朝
とも

稀
き

屋 形 桜
おう

汰
た

佐 伯 奏
そう

祐
すけ

富田 小津枝

竹 坂 節 夫

前土居 和美

高 原 孝 三

山﨑 シズコ

倉濱 フミコ

中村 イヅミ

守本 嘉壽雄

棟 本　 求

田 口　 忠

髙下 美重子

細 田 礼 三

福 光 子

日 野 清 子

新 出 眞 郎

川元 千代子

田 川 澄 惠

田 金 夫

宮本 千代人

森 下 三 郎

上松 アキミ

山田 チヱ子

鍋谷 ユキエ

和田 あさ子

田 中 信 義

濵 富 江

杉 野 正 子

杉本 ツル子

澁 川 信 之

望月 キクヱ

岡 田　 勇

先 沖 月 見

沖 野 文 雄

村 上 　 夢
ゆめ

中 島 さ く ら

聖 川 こ と ね

岩 見 瑠
る

香
か

木 原 羽
は

海
る

松 本 風
ふう

太
た

田 丸 橙
た

希
き

宮 廻 　 葵
あおい

吉 田 町

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（女）

（男）

（男）

（女）

（女）

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

吉 田 町

（ 小 山 ）

（ 小 山 ）

（ 長 屋 ）

（ 長 屋 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 竹 原 ）

八千代町

（ 下 根 ）

（ 下 根 ）

（ 下 根 ）

（ 上 根 ）

（ 勝 田 ）

美土里町

（ 本 郷 ）

（ 本 郷 ）

（ 本 郷 ）

（ 横 田 ）

（ 横 田 ）

高 宮 町

（佐々部）

（来女木）

（羽佐竹）

（ 船 木 ）

甲 田 町

（下小原）

向 原 町

（ 戸 島 ）

（ 戸 島 ）

（ 戸 島 ）

（ 戸 島 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 保 垣 ）

（ 長 田 ）

（ 有 留 ）

₈₅

₈₆

₅₄

₉₂

₈₆

₉₄

₁₀₃

₈₃

₈₄

₇₆

₈₄

₈₀

₉₅

₇₂

₉₃

₈₈

₆₃

₉₁

₈₁

₉₈

₉₅

₉₈

₉₉

₆₄

₈₇

₉₃

₈₂

₈₅

₈₉

₉₁

₈₆

₉₅

₅₈

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及び
お問い合わせ先

巡回無料弁護士相談会
注）相談時間はお 1 人 30 分ま
でです
注）相談回数は同じ相談では 1
回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に利
害関係がある場合は、相談をお
断りすることがあります

弁護士が無料でさまざまな相
談をお受けします。

12 日（木） 13：00 ～ 16：00 吉田人権会館
予約は 4 月 28 日（木）から
受付　吉田人権会館
☎ 42-2826

26 日（木） 13：00 ～ 16：00 たかみや人権会館
予約は 5 月 12 日（木）から
受付　たかみや人権会館
☎ 57-1330

行
政
相
談 

八千代会場 行政相談委員が国の機関へ
の苦情や意見などお受けしま
す。

16 日（月） 13：00 ～ 15：00 八千代人権
福祉センター 総務課

☎ 42-5611高宮会場 21 日（土） 10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館

向原会場 10 日（火） 10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や意見・暮ら
しの心配事相談をお受けしま
す。

2 日（木）
19 日（木） 10：00 ～ 15：00 吉田人権会館

吉田人権会館
☎ 42-2826くらしの総合相談

総合相談　高宮会場
さまざまな暮らしの心配事相
談をお受けします。

10 日（火）
24 日（火）　18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館

予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館　
☎ 57-1330

年金・労働無料相談会
年金・労働のお悩み、障害年
金請求の記入方法などに社会
保険労務士がお答えします。

19 日（木） 13：00 ～ 16：00 クリスタルアージョ
研修室 301

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎ 52-3555

心の相談
眠れない、疲れやすい、ひき
こもっているなどの悩みを専
門医が相談をお受けします。

12 日（木） 13：30 ～ 保健センター
要予約
保健医療課
☎ 42-5633

生活困窮者相談
生活保護など生活困窮に対する
相談をお受けします。

平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談
社会福祉課
☎ 42-5615

障害者相談
障害者やその家族の方などのお
悩みをお受けします。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
障害者基幹相談支援センター　
☎ 47-1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談
清風会つぼみ
☎ 47-2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談
相談支援事業所もやい
☎ 45-2320

高齢者相談
高齢者に関する相談をお受け
します。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
地域包括支援センター
☎ 47-1132

消費生活相談
悪質な商取引に関する消費者
相談をお受けします。

水・金 9：30 ～ 16：30 電話・窓口相談
消費生活相談室
☎ 42-1143

県民相談
離婚・相続・近隣トラブル、
交通事故などの相談をお受け
します。

平日 9：00 ～ 17：00 電話・窓口相談
広島県生活センター
☎ 082-223-8811

お太助フォン相談
お太助フォンに関する相談を
お受けします。

平日 9：30 ～ 18：30 電話・窓口相談

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）
☎ 45-7017
★お太助フォンからは
☎ 99-5500

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気について休
日や夜間にアドバイスが受け
られます。

毎日 19：00 ～翌 8：00 電話相談
☎局番なしの #8000

（携帯電話からも利用可）

５月 の 相 談 　〜ひとりで　悩まずに　相談してください〜　                                    

自
衛
官
募
集

～
平
和
を
仕
事
に
す
る
～

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
卒

程
度
試
験
、
大
学
院
卒
者
試

験
）】

資
格

（
大
卒
程
度
試
験
）
22
歳
以
上

26
歳
未
満

（
大
学
院
卒
者
試
験
）
20
歳
以

上
28
歳
未
満
（
修
士
課
程
修
了

者
等
、
見
込
含
む
）

試
験
　
５
月
14
日
（
飛
行
要
員

希
望
者
以
外
）

５
月
15
日
（
飛
行
要
員
の
み
）

受
付
　
３
月
１
日
～
５
月
６
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格    

18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

受
付
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

＊
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内

や
要
項
を
置
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/hiroshim

a/
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私
は
吉
田
高
校
３
年
の
大お
お

下し
も

　

楓か
え
でで
す
！
今
回
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
関
係
で
こ
の
記
事
を
書

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選
挙
権

年
齢
の
引
き
下
げ
に
関
し
て
18
歳

の
目
線
で
お
届
け
し
ま
す
！

〈
選
挙
権
年
齢
が

18
歳
に
な
っ
た
背
景
〉

　
な
ぜ
18
歳
か
ら
選
挙
権
が
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
？
そ
れ
に
は
主

に
ふ
た
つ
の
理
由
が
あ
る
よ
う
で

す
。
ま
ず
、
世
界
の
選
挙
権
年
齢
は

18
歳
が
主
流
で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
、

若
い
世
代
に
政
治
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
で
す
。
左
の
グ
ラ
フ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
20
代
の
投
票
率
が

低
く
、
平
成
26
年
に
は
最
低
値
の

３
２
．
５
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
う
え
に
若
い
人

の
投
票
率
が
低
い
の
で
、
若
い
人
の

意
見
を
政
治
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
回
の
年
齢
引

き
下
げ
が
若
い
世
代
が
政
治
に
関
心

を
持
ち
、
投
票
率
Ｕ
Ｐ
の
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

〈
自
分
が
生
活
す
る
国
…

　
　
　
　
　人
任
せ
で
い
い
の
？
〉

　
せ
っ
か
く
選
挙
権
が
あ
る
の
に
活

用
し
な
い
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
！

ま
ず
は
投
票
し
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

し
か
し
、
私
は
行
く
な
ら
し
っ
か
り

と
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
参
加
し
た

い
で
す
。
つ
ま
り
、
政
治
を
知
る
！

き
ち
ん
と
考
え
る
！
自
分
で
判
断
す

る
！
の
３
つ
が
大
切
で
す
。
新
し
く

有
権
者
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
し
っ

か
り
自
分
の
意
見
を
持
っ
て
、

選
挙
に
い
き
ま
し
ょ
う
！

新有権者世代 18・19 歳 242 万人

20 歳代：1,372 万人

40 歳代：1,677 万人

60 歳代：1,825 万人

人口ピラミッド平成 22 年（2010 年）
　※国勢調査より

そうか！
少子高齢化で若い人の人口が少なく
なってるから、投票率が下がれば、
若い人の意見はますます反映されに
くくなるのか！

私たちの選択…
〈特集〉

新有権者世代 18・19 歳 242 万人
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こ
の
記
事
を
書
い
て
、
私
自
身
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
や
、
そ
の

ね
ら
い
、
そ
の
他
に
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
、い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
権
を
持
て
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
質
の
い
い

投
票
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
文
章

に
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
頭
に

は
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、
伝
え
る
の
は
難

し
く
て
、
何
度
も
書
き
直
し
ま
し
た
。
担
当

の
方
も
、「
書
い
て
は
消
し
て
を
繰
り
返
し

て
い
る
」。
と
聞
い
て
、
改
め
て
大
変
な
仕

事
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　今
回
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
活
か
せ
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
も
伝
わ
り
や

す
い
文
章
を
書
く
の
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
政
治
に
も
っ
と
目
を
向
け
、
自
分
の

意
見
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
自
分
の
意
志
で

投
票
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

取
材
を
終
え
て
…

旭
あさひ

　美
み

里
さと

さん

　政治に関して知識がないのに投票してもいい

のか？と思うし、年齢引き下げ
のことを聞いても、今はまだ政
治に興味がわいたなどの変化は
ない。また、政治や選挙と聞く
と堅いイメージがあって、自分
に選挙権があることがピンとこ
ないし、投票に行かなければい
けないとも思っていない。

に選挙権があることがピンとこ
ないし、投票に行かなければい

力
りきやす

安　祥
しょうご

伍くん
知識のない中で投票するのは国のためになら
ないと思う。そして、高校生でも投票には責
任があると思う。だから最近は、新聞やニュー
スで知識をつけるように努力しているけど、
ついついスポーツ欄から見てしまう…。今日
は「議会傍聴・出前講座」を受講した。選挙

は民主主義の根本
でとても大事だと
分かった。主権
者としての自覚

　　　　　　　　　　　  を持っていきた
い。

広報あきたかた
特別編集員　大下　楓

選
挙
権
を
持
て
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
質
の
い
い

投
票
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
文
章

に
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
頭
に

は
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、
伝
え
る
の
は
難

し
く
て
、
何
度
も
書
き
直
し
ま
し
た
。
担
当

の
方
も
、「
書
い
て
は
消
し
て
を
繰
り
返
し

て
い
る
」。
と
聞
い
て
、
改
め
て
大
変
な
仕

事
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　今
回
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
活
か
せ
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
も
伝
わ
り
や

す
い
文
章
を
書
く
の
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
政
治
に
も
っ
と
目
を
向
け
、
自
分
の

意
見
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
自
分
の
意
志
で

投
票
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

谷
たに

本
もと

　紗
さ

代
よ

涼
り

さん
政治に関して今はまだ関
心がないし、ニュースな
どもあまり見ていないの
に投票することが不安。
知識のない若者が投票し
て世の中がどう変化して
いくのかも不安に思う。
ただ、18 歳ということは
大人に近づいているし、
いつかは自分の子どもに教えていかない
といけない立場になるので、きちんと伝え
られるように知っていきたいと思う。

同級生にいろいろ聞いてみたよ

とまどい…　決意…　
　　　　18歳にとっての選挙…

※インターンシップ（就業体験）
とは、確かな勤労観や職業に関す
る知識を深める体験授業です。
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